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平成３０～令和２年度 鹿児島県総合教育センター提携研究 

研究報告（３年間のまとめ）  

鹿児島県立松陽高等学校 

 

 

Ⅰ 研究主題 

思考力・判断力・表現力の効果的な育成を目指した授業改善Ⅱ 

－より深い思考や理解を促す授業づくり－ 
 

Ⅱ 研究主題設定の理由 

 １ 平成 29年度までの研究主題から 

平成 27～29 年度にかけての研究主題は「思考力・判断力・表現力の効果的な育成を目指した授業改善

－アクティブ・ラーニングの実践を通して－」であった。副題に「アクティブ・ラーニング」を冠し，主

体的・協働的な活動や課題解決学習を各教科で意識的に取り入れた。平成 29年度のアンケートによると，

生徒の８割以上が，協働的な学習には前向きかつ，その意義に自覚的であるとの結果が出た。しかし，そ

の一方で，学んだことの定着や知識を基にした思考力・判断力・表現力の育成につながったか，という点

については生徒と教師双方に疑問が残った。今回の研究は，その反省も生かし，副題を「より深い思考や

理解を促す授業づくり」とすることで，「授業での問い掛けはどうあるべきか，どのような資質・能力を

育成すべきか，深い学びとはどのようなことか」について研究を進めるに至った。 

 

２ 学習指導要領の趣旨から 

学習指導要領の趣旨を実践する取組を推進するには，「生きる力」の育成，とりわけ「確かな学力」の

要素である基礎的・基本的な知識の習得とその活用を図ることや思考力・判断力・表現力を伸長すること

が課題であり，教師主導の授業から脱却し，生徒が自ら学ぶ授業を構想する必要がある。今回の研究は，

新学習指導要領への移行を前に，教師が生徒に能動的に学ぶ姿勢を喚起し，学習内容（コンテンツ）重視

の授業から資質・能力（コンピテンシー）重視の授業への移行を実現する布石としたい。 

 

 ３ 大学入学共通テストに向けて 

今年度から実施される「大学入学共通テスト」では，「知識・技能」だけでなく，大学入学段階で求め

られる「思考力，判断力，表現力等」を一層重視するという考え方がベースにある。「大学入学共通テス

ト試行調査（プレテスト）」でも，高校生活の中での学習場面を想定した問題や，複数の情報を組み合わ

せて思考・判断させる問題などが出題された。現高校３年生が大学入学共通テスト受験元年に当たってお

り，この３年間の研究が，生徒の進路実現にとって不可欠なものと考えている。 

 

Ⅲ 研究の構想 

 １ 研究期間 

   平成 30年度～令和２年度（３年間） 

 

 ２ ３年間の研究計画 

年度 主な内容 

平成 30

年度 

・卒業までに生徒に身に付けさせたい「思考力，判断力，表現力等」の明確化 

・思考を促す発問や表現活動や対話のある授業づくり，評価問題の工夫 

・研究内容に基づいた授業の公開，実践事例や研究内容の発表 

令和元

年度 

・生徒の思考の足跡をたどり，学習理解を深める手立てとしてのポートフォリオの活用 

・生徒の主体性を育み，学習のつまずきや個々の教育的ニーズに合った適切な支援の検討 

・研究内容に基づいた授業の公開，実践事例や研究内容の発表 

令和２

年度 

・より深い理解を促すために，関連した学習内容のある単元や教科との連携 

・創造性豊かで実践力のある社会に有為な人材の育成（学校教育目標）へのアプローチ 

・研究内容に基づいた授業の公開，実践事例や研究内容の発表・研究成果の検証，まとめ 
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 ３ 研究の体制 

   校務分掌上では，教務部の研究開発係が総 

合教育センターと連携しながら研究を行う。 

係は，各教科１名（国語・地歴公民・数学・ 

理科・英語）の５名からなる。研究の体制は， 

資料１のように，研究開発係が教務部，キャ 

リア・ガイダンス部，各教科，今年度から新 

しく各種委員会に設置されたカリマネ策定委 

員会と連携しながら研究を進めている。 

 

 

Ⅳ 研究の内容 

１ 本校の現状と実態についての把握・分析 

(1)  生徒の実態や進路に対する意識について 

ア 本校は普通科（文科コース・体育コース・書道コース・英語コース・理科コース）・音楽科・美術

科に分かれており，それぞれの学科・コースに応じた部活動が盛んである。そのため，部活動の参加

率は 85％を超える。北薩や姶良方面からの遠距離通学生も多く，生徒は概して自宅で過ごす時間が

短いのが特徴である。 

 

イ 進路希望調査によると，生徒の進路希望は四年制大学・短期大学・専門学校・公務員などである。

その中でも，四年制大学への進路希望者が毎年全体の６割程度を占めており，生徒の半数以上は大学

進学を目指している。 

 

(2)  本校生徒の現状把握および課題 

ア  職員アンケートの分析（平成 30年９月実施） 

各教科会にて，「思考力，判断力，表現力等」を身に付ける上で，教科指導上，課題になっている

ことについて話し合った結果，共通点として挙げられたのは，「学習意欲の低さをどのように高めて

いけばよいか」，「基本的な知識・技能の定着度をどう高めるか」，「知識を関連付けて考えること

への苦手感をどのように克服するか」であった。 

 

イ  定期考査の分析（平成 30年 10月実施） 

各教科において，定期考査の分析を行った。資料２は，地理歴史（１年生）の観点別の出題に対す

る正答率である。全体的に「知識・理解」，「資料活用の技能」は高い反面，「思考・判断・表現」

の正答率が低い。上位 40 人の「知識・理解」は高い状況にあるが，「思考・判断・表現」の正答率

は伸び悩んでおり，得点は「知識・理解」に依存している傾向がある。このように，本校の生徒は全

体的に「思考・判断・表現」の出題に対して弱い傾向にあることが分かり，「知識・理解」を深める

だけでなく，それを基にいかに「思考・判断・表現」の問題に対応させていくかが課題としてあげら

れた。 

 

資料２ 地理歴史の観点別の出題に対する正答率 

観点 全体正答率 上位 40人 下位 40人 

知識・理解 61.8% 76.3% 48.9% 

思考・判断・表現 36.7% 44.3% 30.5% 

資料活用の技能 57.1% 66.3% 54.4% 

 

ウ 総合学力テスト（高校生のための学びの基礎診断）の分析（令和元年７月実施） 

資料３は，２学年の成績上位層（ＧＴＺがＢ２以上）の生徒を対象とした観点別の出題に対する得

点率と全国差異（本校の得点率－全国の得点率）である。国語は「知識・技能」と「思考・判断・表

現」の全国差異が同程度でありバランスが取れている。数学は, 「知識・技能」の全国差異が高いが，

「思考・判断・表現」は低い。英語は，「思考・判断・表現」と比べると「知識・技能」の全国差異

が低い。教科ごとの強みを生かしながら弱い分野の問題に対応させていく必要がある。 

校長 

教頭 

研究開発係 教務部 
キャリア・ガ

イダンス部 

各教科 
カリマネ策定

委員会 

資料１ 研究の体制 
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資料３ 成績上位層の観点別の出題に対する得点率と全国差異 

 知識・技能 思考・判断・表現 

得点率 

〔％〕 

全国差異 

〔％〕 

得点率 

〔％〕 

全国差異 

〔％〕 

国語 45.9 5.4 42.8 7.1 

数学  57.3 10.6  7.3 -4.2 

英語 30.0 2.1 47.2  8.3 

    ※ 全国差異＝本校の得点率－全国の得点率 

    ※ ＧＴＺとは，学習到達ゾーンを段階的に示したものであり，Ｂ２は国公立大学挑戦レベルである。 

 

２ 学校全体として取り組んだこと 

  (1) 観点別評価の導入 

    平成 30 年度から内規を変更し，これまでの評価方法を「得点」に偏った評価ではなく，観点別学習

状況に基づく評価へと転換した。資料４のように，単元や題材ごとに観点別評価（Ａ，Ｂ，Ｃ）を行

い，これを基に各学期末において５段階評価により評定を付けている。観点別評価にすることで，生

徒の資質・能力をバランスよく評価できるようになった。また，教師の「思考力，判断力，表現力等」

を育成する授業改善の意識も高まった。 

 

資料４ 観点別評価の段階及び表示の方法                                                                                                                                                               

Ａ：「十分満足できる」状況と判断できるもの 

Ｂ：「おおむね満足できる」状況と判断できるもの 

Ｃ：「努力を要する」状況と判断できるもの 

     

 

   (2) Ｃlassi（通信教育業者のクラウドサービス）の導入 

     入試改革による多面的・総合的評価に対応するための「ポートフォリオ作成」と生徒の活動の積み重 

ね（蓄積）を将来のキャリアに生かすべく，平成 30年度より採用・運用している。生徒に学習や活動 

の振り返りを行う重要性を説明し，生徒が学校行事や進路講演会，定期考査や学期末の振り返り等を入 

力している。個々の活動の成果を集約することにより，生徒が成長の実感や進路選択につなげられると 

考えられる。今年度からは，「入力強化週間」を設定するなど入力率を上げるための取組を実施してい 

る。 

 

  (3) 課題研究の導入 

        平成 29年度より「総合的な学習（探究）の時間」の中で，グループや個人での課題研究を実施して 

いる。資料５は，３年間の活動の流れ（イメージ）である。生徒自身が「問い」を設定し，仮説を立て， 

それを検証する活動を行っている。生徒は課題研究を通して，答えが一つではない問題に出合い，教科 

横断的な資質・能力が求められることになる。課題研究を通して，「より深い思考」を主体的に発揮で 

きる生徒を育成し，生徒の多様な資質・能力を見いだすことは，入試改革による多面的・総合的評価へ 

の対応にもつながると考えられる。 

 

    資料５ 課題研究３年間の活動の流れ 
１年 ２年 ３年 

一学期 二学期 三学期 一学期 二学期 三学期 一学期 二学期 三学期 

 

 

 

 

 

 

 

キャリア教育 課題研究Ⅰ 課題研究Ⅱ 志望学部学科研究 課題研究Ⅲ 進路実現に 
向けた学習 

 

○学部学科系統理解 

○入試制度理解 

○関心のある学部学科に

ついて，グループでレ

ポート作成 

○論文作成の手法理解 

○課題研究Ⅰで学んだ論文作成の手法

を基に，個人でレポートを作成 

○課題研究Ⅱの内容と志

望する学部学科の研究

内容を接続し，志望理

由書を作成 

○志望する学部学科に併

せて，課題研究Ⅱの内

容を深める等 
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  (4) 先進校視察（令和２年２月，広島県立尾道北高等学校，広島県立広高等学校） 

     カリキュラム・マネジメントと課題研究に関する研修のため，先進校視察を実施した。資料６は，

両校の取組をまとめたものである。その後，両校の取組を参考にカリマネ策定委員会を設置し，本校

生徒に身に付けさせたい資質・能力の検討をすることになった。 

 

    資料６ 先進校の取り組み 

 広島県立尾道北高等学校 広島県立広高等学校 

育成する資

質・能力 

習得力（基礎力）・思考力・提案力 

実行力・メタ認知 

論理的思考力・批判的思考力・対話力・表

現力・積極性・協働性・柔軟性・創造性 

カリマネ 

育成する資質・能力の原案をつくる

のに半年かかった。その後，教科に下

ろし，語句や文言を検討するのに更に

３か月かかった。 

学びのグランドデザインと育成する資質・

能力を評価するためのルーブリックを作成す

る。 

課題研究 

課題発見・解決学習を通して，情報

の整理・分析とまとめ・表現の手法を

身に付けさせる取り組みを実施してい

る。 

高等学校課題発見・解決学習推進プロジェ

クトの研究開発校であり，東京学芸大の助言

をもらっている。 

その他 

定期考査の 20％程度は，「思考・判

断・表現」の観点に基づく問題を出題

している。 

授業時に，育てたい資質・能力を黒板にマ

グネットで貼る取り組みを実施している。 

 

(5) カリマネ策定委員会の設置（令和２年４月） 

     「社会に開かれた教育課程」の実現と学校教育目標達成のため，キャリア・ガイダンス部や教務部

主任，各教科主任等 11名から成る「カリマネ策定委員会」を設置した。まず，委員会にて各教科で検

討された本校生徒に身に付けさせたい資質・能力を集約し，原案を作成した。その後，各教科で文言

等の検討・整理を行い，本校生徒に身に付けさせたい「９つの力」を検討した。現在は，定期的に委

員会を実施し，学校グランドデザインや「９つの力」のルーブリック評価（成功の度合いを示す尺度

とそれに対応するパフォーマンスの特徴を記した記述語から成る評価基準表）の作成等を行っている。 

      

    資料７ 松陽プライド～９つの力～         資料８ ルーブリック評価（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校訓 資質・能力 S A（到達目標） B C 評価

自奏力

向上心・主体性・実

行力

基礎力

基礎知識・基礎技

能・忍耐力

分析力

思考力・情報処理能

力・情報収集能力

見聞力

多様性・傾聴力・受

容力

創造力

知的好奇心・課題発

見力・先見性

自彩力

人間性・自尊心・自

己理解

連携力

柔軟性・コミュニ

ケーション能力・協

調性

発信力

表現力

寄与力

地域貢献・献身性・

社会性

　

目標や計画を立てる

ことができても実行

に移せないことが多

い。

目標や計画を立てる

ことがきない。

Aに加え，身に付けた

知識や・技能を活用

することができる。

基礎的な知識や技能

を理解・習得できて

いる。

場面や分野によっ

て，Aの時とCの時が

ある。

基礎的な知識や技能

を理解・習得できて

いない。

必要な情報を収集す

ることはできるが，

わかりやすくまとめ

ることができない。

必要な情報を収集す

ることができない。

Aに加え，学んだこと

を生活に生かすこと

ができる。

世の中の情報や多様

な意見を受け入れ，

学ぶことができる。

状況により，Aの時と

Cの時がある。

他者を理解せず，自

分の考えに固執する

ことが多い。

既存のもの（方法，

作品）の中で考える

ことが多く，新しい

発想が少ない。

既存のもの（方法，

作品）を踏襲し，新

しいもの（方法，作

品）を模索しない。

Aに加え，自己の適性

を知り，それを進路

選択に繋げることが

できる。

自分の長所，短所を

理解し，物事に積極

的に取り組むことが

できる。

自分の長所より短所

が意識され，消極的

になる場面がある。

自分の長所が見いだ

せず，何事にも自信

を持てない。

状況により，Aの時と

Cの時がある。

自分一人で取り組む

ことが多く，他者と

協力して取り組むこ

とができない。

Aに加え，より分かり

やすくするために道

筋を立てて説明する

ことができる。

自分の考えを言語化

し，伝えたいことを

他者に伝えることが

できる。

状況により，Aの時と

Cの時がある。

自分の考えを言語化

できず，伝えたいこ

とを伝えられないこ

とが多い。

向

学

高

雅

貢

献

Aに加え，リーダー

シップを発揮するこ

とができる。

対話を通して他者と

協力し，一つのこと

を成し遂げることが

できる。

Aの結果，実際に新た

なもの（方法，作

品）を生み出したこ

とがある。

既存のもの（方法，

作品）にとらわれ

ず，課題を見いだ

し，企画したり探求

したりすることがで

きる。

Aに加え，論理的思考

力や批判的思考力を

はたらかすことがで

きる。

必要な情報を収集

し，わかりやすくま

とめることができ

る。

Aに加え，自分の個性

や強みを生かした目

標や計画を立てるこ

とができる。

自ら目標や計画を立

て，実行することが

できる。

　本校では，生徒の皆さんに，卒業までの３年間に，この９つの力を身に付けてもらいたいと思っています。そのため

に，授業や学校行事をはじめ，多くの教育活動に取り組んでいます。

あなたは今，どの位置にいますか。評価の欄にS～Cを記入して下さい。

松陽PRIDE～９つの力～　自己評価

　　　　　年　　　　組　　　　番　氏名

Aの結果，学校や地域

に貢献し，社会に関

与することができ

る。

学校や地域の取り組

みに積極的に参加し

ている。

学校や地域の取り組

みに必要最低限取り

組んでいる。

学校や地域の取り組

みに参加することが

できていない。

創造性豊かで実践力のある社会に有為な人材 
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(6) 研究開発通信の発行 

     職員アンケート（令和元年６月実施）によると，授業改善や評価問題の作成に不安を感じる職員も

多いことが分かった。そこで，校内研究の進捗状況や各教科の取組状況等を研究開発係でまとめ，定

期的に研究開発通信を発行することにした。通信の内容は，研究に関することだけではなく，カリマ

ネ策定委員会の取組状況や書籍等の有益な情報も発信した。職員全体で情報を共有することにより，

全職員で研究に取り組む雰囲気づくりにつなげることができた。 

 

    通信 No.１ 研究の方向性編          通信 No.６ カリマネ策定委員会報告編 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通信 No.９ パフォーマンス課題編       通信 No.15 研究授業編 
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(7) ＳＳＴＰの活用 

     本校の研究内容に即した形で授業計画を作成でき，相互授業参観用としても活用できる松陽版簡易

指導案＝ＳＳＴＰ（Shoyo Simple Teaching Plan）を開発した。従来の詳細な指導案は，専門性を高

めることはできるが，専門外の教職員には「指導方法」や「評価」を共有するのが難しいという問題

点があった。ＳＳＴＰは，１枚の用紙で具体的な「指導方法」や「評価」を見通せる指導案として作

成することができる。また，カリマネ策定委員会で検討した「９つの力」の中から中心的に活用させ

る資質・能力を記入する欄を設け，教科横断的な視点の授業実践ができるように工夫した。 
 

    ＳＳＴＰ（記入方法）             ＳＳＴＰ（記入例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   カリマネ策定委員会にて検討した「９つの力」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
「９つの力」を観点別に示したもの 

 

 

 

 

 

【知識・技能】 

基礎力 

【思考力・判断力・表現力】 

見聞力 創造力 

分析力 発信力 

【主体的に学習に向かう態度】 

自奏力 自彩力 

連携力 寄与力 
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実践例１（３年物理） 

 パフォーマンス課題（複数の

知識やスキルを総合的に使い

こなすことを求めるような複

雑な課題）を設定し，分析力や

発信力の育成を図った。 

ルーブリックでは，活用す

る資質・能力が，課題に取り

組む中でどのように変化する

かを示す。ルーブリックを作

成することは，指導前に目標

や評価規準を明確にするのに

役立つ。実際の評価では，パ

フォーマンスの事例を入手し

た上で，改めてルーブリック

づくりを行い，尺度を細かく

分けたり，記述語を練り直し

たりする必要がある。 

実践例２（１年コミュ英語Ⅰ） 

 生徒たちが背伸びをすれば手が届

くような課題を設定し，分析力・見

聞力・発信力の育成を図った。 

指導過程では，生徒に深い思考や

理解を促すための手立てを示す。職

員間で共有することにより，授業改

善につながると考えられる。 
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Ⅴ 各教科の研究と成果・課題 

 １ 深い思考を促す発問の工夫 

  (1)  実践内容 

資料９は，各教科が生徒に「より深い思考や理解」を促すために行った発問の工夫をまとめたもので

ある。学習内容を理解させるだけでなく，教科特有の「見方・考え方」を働かせて，その教科を学ぶ意

義を伝えるようにした。ＳＳＴＰ（松陽版簡易指導案）では，深い思考を促す発問を行うために「本質

的な問い」を立てることにした。資料 10は，「本質的な問い」についてまとめたものである。 

 

資料９ 各教科の取組 

国 語 

・ グループ活動において，本文中にある様々な情報を基に答えをまとめていくよう

な，結論に幅のある発問を用意する。 

・ 発問に対する生徒の答えに対して，追加質問をすることで，最初の答えに揺さぶ

りをかけたり，多角的に思考を巡らせたりするような発問を心掛ける。 

・ 解決しない発問も時には提示し，知的欲求を喚起している。 

地歴公民 

・ 「いつ・どこで・何が・誰が・なぜ」といった発問をすることで，歴史的な事件

をそれぞれ答えさせ文章（作文）を作らせる。 

・ 「if～then」（＝「もしも～ならば～だろうか」という問いを設定し，より自由

に意見を述べさせることで，生徒の思考を深めさせる。 

・ 「what」→「why」→「how」に基づく単元計画，授業設計を行い，生徒の思考を

段階的に深めさせる。 

数 学 

・ 問題文の条件を問い，後に条件の使える定理を問うなど，思考の過程を導くよう  

 な問い掛けを行う。 

・ 数学的表現を用いて計算過程を言語化させるような問い掛けをする。 

理 科 

・ 本時の学習内容と既習事項を関連付けた問い掛けを行い，学習内容と既習事項を

結び付け，深い理解につなげる。 

・ 身近な例と学習内容を結び付けることでより深い理解につなげる。 

外国語 

・ 本文に書かれた情報に，生徒の知識や経験を加え，本文に書かれていない内容を

推測させる発問や，本文に対する生徒の考えを表明させる発問をする。 

・ 授業でインタビューテストやスピーチテストを取り入れることによって，生徒の

思考力・表現力を育成する。 

 

資料 10 本質的な問い 

・ 答えが一つではない問い 

・ 既習知識や資質・能力を総合的に活用し，解決に向かう問い 

・ 思考を誘発し，知的に興奮させる問い 

・ 更なる問いを生み，探究心を育む問い 

・ 様々な場面や文脈で活用できる問い 

・ 様々な情報を活用し，解決に向かう問い 

   

(2) 課題 

ア 基礎学力が身に付いていない生徒に対する指導をどのように行うか。また，生徒の有している知

識・技能を他の知識と結び付けさせて考えたり，活用したりする力をどのように育成するか。 

（国語） 

イ 議論の深まりや生徒同士で教え合う場面の分析が不十分であった。（地歴公民） 

ウ グループ活動が停滞する場面があった。その原因として，授業者が生徒の思考過程をスモールス 

テップにしていないことがあげられた。（数学） 

エ 科学的な思考の深まりは見られるものの，基礎的な学習内容が定着しているかどうかを確実に見

取ることができない。（理科） 

オ 英語の基礎的な知識がない状態で，深い思考を促す問い掛けをしようとすると，教員が本文の内

容を日本語で教えすぎてしまう危険性がある。（外国語） 

 

 



10 

 

２ 主体的な思考を促す授業方法・教材の工夫 

(1)  実践内容 

上記の発問の工夫に加えて，平成 29 年度までの研究で成果をあげた「アクティブ・ラーニング」に

よる手法を用いた授業を実践したり，学びの目的や必要性を意識させる学習過程，教材，板書などの工

夫をしたりした。資料 11 は，各教科の取組をまとめたものである。ＳＳＴＰ（松陽版簡易指導案）で

は，主体的な思考を促す授業方法を実践するために「質の良い課題」を設定することにした。資料 12

は，「質の良い課題」についてまとめたものである。 

 

資料 11 各教科の取組 

国 語 

・ ペア・グループ学習を取り入れることで，多様な意見や考えを傾聴し，共有する

機会を多くもてるような授業を実践している。 

・ 思考を促し揺さぶる課題の設定をすることで，論述問題への取組や解答にも変化 

が現れてきている。 

地歴公民 

・ 生徒が自力で教科書や資料集を読んで要点をノートにまとめたり，新聞記事の読

み取りを共同で行ったりする活動を通し，主体的に学習に取り組む姿勢を育成し

ている。 

・ 意見を考えさせる際に，まずは個人で考える時間を設け，その後，ペアやグルー

プで意見交換を行わせるようにしている。 

数 学 

・ 問題演習の際には，問題を解けない生徒が，解けた生徒に質問しやすい環境づく 

りや声掛けをしている。 

・ ３，４人程度のグループを活用し，お互いに教え合うことで主体的な学びを意識 

させている。 

理 科 

・ 身近な道具で実験させることで，授業への関心を高めさせる。また，ICTを活用 

して意見を共有させることで，自分事として捉えさせる。 

・ 個人活動の時間とペア・グループ活動の時間は，タイマーを使用して分けること 

で，まず自分の力で考えることの大切さに気付かせる。 

・ 解説動画付きの課題を配布し, 自宅学習に積極的に取り組む生徒を増やす。 

外国語 

・ 授業の導入時にはスモールトークを実施し，展開時には italkを実施している。 

・ ジグソー法などのグループ活動やペア活動，プレゼンテーションや音読などのパ

フォーマンス活動を単元ごとに入れることで，生徒に主体的な学習を促している。 

 

   資料 12 質の良い課題 

・ 本質的な問いに対応した課題 

・ 日常生活と関連した課題 

・ 生徒たちのやる気を起こさせるような課題 

・ 生徒たちが背伸びをすれば手が届くような難易度の課題 

 

(2) 課題 

  ア  より深い理解・思考を育成するため，現代文や古典を関連付けたり，複数資料を読み取らせたり

するような教材を開発する必要がある。（国語） 

  イ グループ活動をする際，基礎的な知識の定着不足のため，思考の深化がやや不十分であった。 

（地歴公民） 

  ウ  基礎的な知識や計算力の必要性を意識させ，主体的に基本例題や公式活用に取り組むように促す

必要がある。（数学） 

  エ グループ活動などでは，積極的に活動する姿が見られるが，課題への関心度合いに差があったり, 

基礎的な知識が不足したりしていることから，議論に参加できない生徒や問題解決まで到達できな

い生徒が見られた。（理科） 

   オ パフォーマンステストについては，発問の内容や方法等，計画が不十分であった。テストの信頼

性，妥当性，客観性及び効率性について職員間でもっと議論し，評価を行う必要があった。 

（外国語） 
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３ 教科横断的な視点の授業実践 

(1)  実践内容 

今年度から取り組んだ教科横断的な視点の授業実践では，無理にコンテンツをつなげるのではなく，

学校全体で身に付けさせたい資質・能力を育成するために教科の視点で授業に落とし込むことに焦点を

当てた。よって，カリマネ策定委員会にて検討した「９つの力」を身に付けさせるという教育目標を教

職員間で共有し，ＳＳＴＰを活用することで授業改善を行っている。教科によっては，他教科のシラバ

スを念頭に置き，内容が近い単元の実施時期を把握したり，授業計画を共有したりする取組も実施して

いる。資料 13は，各教科の取組をまとめたものである。 

 

資料 13 各教科の取組 

国 語 

・ 現代文の評論教材において学習した「物心二元論」について，倫理担当教諭と連

携し，同じ教材を使って倫理の授業を行ってもらい，重層的な指導を行った。 

・ 知識内容を定着させ，興味関心を高めるために，高い集中度で臨む考査問題の課

題文に生徒の知識を増やす内容を意識的に取り入れた。 

・ 思考力・判断力・表現力を高めることを目的として，全学年で定期考査における

出題に手立てを講じた。授業で学習し，身に付けた語彙力や読解力，表現力を使っ

て，授業では学習しなかった文章を読解させるという大問を設けた。特に，２年生

では，教科書に掲載されている文章を予め指定し，生徒は事前に文章を読んで内容

を把握した上で試験に臨むようにさせた。１年生では，学習した教材に関連した内

容の文章や発展させて考えることができる文章を出題した。 

地歴公民 

・ 「世界史Ａ」の授業で「自由とは何か」，「平等とは何か」について討論したこ

とを踏まえ，「情報」の授業で扱うメディアリテラシーの概念について多面的・多

角的に考察させた。 

・ 「倫理」の授業で扱われる物心二元論への理解を深めさせるために「現代文」の 

授業で扱われる「環境問題と孤立した個人」の記述内容を活用した。 

・ 記述問題では論点や解答の条件を明確にした出題を行い，評価に一貫性をもたせ 

 るようにした。〔出題例：〇〇が与えた影響について，□□の名称を明らかにして 

述べよ。その際，△△という語句を必ず用いること（下線部が論点や解答の条件に 

該当）〕 

数 学 

・ 評価問題については，観点別評価を考慮し，知識・技能だけでなく，数学的な見

方・考え方を問う出題を心掛けた。特に近年の高校入試でも出題され，今年度から

行われる大学入試共通テストでも出題が予想される会話文形式での出題を積極的

に取り入れた。生徒も慣れていないせいか正答率は高くないが，繰り返し出題する

ことにより，問題文をしっかりと読み，考えることにより深い理解へとつながるこ

とを期待している。 

 

理 科 

・ パフォーマンス課題（複数の知識やスキルを総合的に使いこなすような複雑な課 

 題）に取り組ませた。その際，本校生徒に身に付けさせたい「９つの力」の中から

特に活用させたい力を明確化し，生徒が課題解決のためにその力をどのように活

用できたかをルーブリックで評価した。このような課題に取り組ませることで，生

徒自身に「９つの力」を意識させながら授業に取り組ませることができた。 

・ 文系「生物基礎」の授業で，「生物を習っていない人に生物の内容を分かりやす

く伝える」という課題を設定した。生徒は，対話形式の文章や小説風の文章でまと

めることで，思考力や表現力を発揮した。 

・ 「物理基礎」の定期考査で，課題研究での発表を題材とした評価問題を出題し，

身に付けさせたい「９つの力」の中から「分析力」，「発信力」が身に付いている

かを評価した。 

・ 「化学」の内容と「家庭科」の内容による教科横断的な授業を実践したり，評価

問題を作成したりした。化学で学習した内容を日常生活と結び付けさせることで，

知識の定着を図った。 



12 

 

外国語 

〔英語コースでの取組〕 

・ 以前より，国際理解など，「英語を通して世界を学ぶ」取組を行っている。今年

度は，国連が提唱している SDGs（持続可能な開発目標）の中から，生徒がテーマ

を設定し，英語のプレゼンテーションを作り，発表活動につなげている。 

〔英語コース以外での取組〕 

・ 「英語」と「世界史」の教科横断型授業として，アメリカの公民権運動の先駆け

となった人物についての英文を読む前に，海外で使われる人権教育用の動画を見

せた。また，学習後の定期考査で現代の人権に対する意見を述べさせた。 

・ 「英語」と「家庭科」の教科横断型授業として，「鹿児島の郷土料理」について

材料や調理法などを調べさせ，英語で発表させた。また，「日本の弁当」について

の英文を読み，本文では触れられていない手作り弁当のデメリットについて考え

させる問いを定期考査で出題した。 

・ 「握手の起源」についての英文を読み、定期考査では、新型コロナウィルスの時

代における「握手以外の新しい挨拶の方法」について考えさせる問題を出題した。

「国語総合」においても，同じ定期考査で「新しい生活様式における挨拶」に関連

した文章を提示し，内容面での教科横断的な出題を試みた。 

 

(2) 課題 

   ア 教科横断的な視点の授業が散発的になってしまうため，継続的に指導を行うために指導者側が意 

識をもって教材研究や情報の収集を行う必要がある。（国語） 

   イ 教科横断的な視点の評価問題を作成する際不可欠なことは，問題の作成者が問題の目的を明確に 

もつということである。それは，「そもそもこれは何の教科のテストなのか」，「生徒に身に付けさ 

せたい概念は何か」といった視点をもつということである。これらの視点が欠如していると，例えば 

「政治・経済」のテストが「数学」や「英語」等，他教科の問題になってしまうことが起こり得る。

（地歴公民） 

ウ 教科横断的な視点の評価問題を作成する場合，出題範囲の単元に収まらない場合があった。授業

時の興味をもたせる話題として，また実力考査での総合問題として活用できないか研究を深める必

要がある。（数学） 

エ 身に付けさせたい資質・能力を評価するためのパフォーマンス事例が少なく，評価規準を明確に

することができていない。今後，継続してパフォーマンス課題を実践し，収集した生徒のパフォーマ

ンスの特徴を基に評価規準を練り直す必要がある。（理科） 

オ 教科横断的な視点の評価問題で見取りたいものが，英語力なのか，それ以外の力なのかが不明瞭

になってしまうため，例えば「批判的思考力」や「創造力」を「英語のテスト」で見取るとはどのよ

うなことであるのかについて，指導者側で共通理解をもつ必要がある。（外国語） 

 

 

４ ポートフォリオの活用 

(1)  実践内容 

生徒自身に授業におけるグループ活動状況や個人の実践の記録を取らせることは，思考の足跡をたど

り学習理解を深める手立てとして期待できる。今年度は，生徒に蓄積させた振り返りの結果を次の行動

に移させる手立てについても検討した。以下に，各教科で取り組んできたポートフォリオの活用例を示

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外国語 Ｋ(知っていること)，Ｗ

(知りたいこと)，Ｌ(学んだこと)，

Ｎ(今後学びたいこと)を記入させ，

深い学びにつなげる。 
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理科 単元ごとの一枚ポートフォ

リオを作成させることで，学習プロ

セスや学習内容を振り返らせ，自分

の成長を実感させたり，既習内容と

関連付けた理解を促したりした。 

 

数学 授業の最後に必ず振り返りシート

への記入時間をつくり,単元ごとのポート

フォリオを作成させ，定期考査前の振り返

りに活用させた。 

 

理科 定期考査後，生徒にルーブリッ

クによる自己評価をさせ，行動の変容

を促す手立てとした。 

 

地歴公民 評価問題の点数を観点別に

分けて生徒に示し，結果を蓄積させる

ことで生徒に成長を実感させる手立て

とした。（表は，現行学習指導要領の観

点に基づいたものである） 
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(2) 課題 

    ア 定期的に生徒のポートフォリオを点検していくことが想像以上の労力と時間がかかるため，継続

的に活用するための方法を模索していく必要がある。（国語） 

イ 教師側の準備の手間やポートフォリオの評価等の煩雑さから，ポートフォリオを「手軽に」使え

るという段階にまでいたらなかった。ポートフォリオを当たり前のように授業に活用していくため

に，よりシンプルな書式の開発を行う必要がある。（地歴公民） 

ウ 授業後のポートフォリオの自己評価は高く，授業時は理解しているが，理解が浅く定着していな

い結果となっている。理解を深め，知識として定着できる取組の工夫が今後の課題である。（数学） 

エ 現在あるポートフォリオを定期的に活用しようとすると，教員に負担がかかりすぎてしまうため，

継続的に使うためには，より簡素化した上で、毎回の授業の中に組み入れる工夫をすることが求め

られる。（外国語） 

 

理科 学習した内容を対話形式等の文章

でまとめる課題。生徒は，単元ごとに蓄

積していく。 

 

地歴公民 「何を学んだか」，「どう

学んだか」を記録させ，学習内容や

学習プロセスを蓄積させることで，

行動の変容を促す手立てとした。 

 

国語 授業の理解度を記録さ

せ，蓄積させた。 
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５ 「思考力，判断力，表現力等」を高める評価問題における工夫 

観点別評価の導入に伴い，まず各教科で試行テスト（プレテスト）等の分析を行い，その傾向を踏まえ

た評価問題作成に取り組んだ。その後，評価問題に必ず「思考・判断・表現」の観点に基づく問題を出題

することで，生徒に思考・判断・表現することの重要性を伝えるようにした。以下に，今年度，各教科が

取り組んだ教科横断的な視点で作成した評価問題を示す。 

 

外国語科 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年コミュニケーション英語Ⅰ 

 ｢家庭科｣との教科横断型の授業を実施し，定

期考査では｢日本の弁当｣についての英文を読

み，手作り弁当のデメリットについて考えさせ

る問いを出題した。 

 

２年コミュニケーション英語Ⅱ 

 ｢世界史｣との教科横断型の授業を実施し，定

期考査では，現代の人権に対する意見を述べる

設問を出題した。 
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理科 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３年生物  

座標を与えて植物の

分布について考察させ

る思考問題 

３年化学基礎（文系） 

 ｢家庭科｣との教科横

断型の問題。日常生活

と結び付けさせること

で，知識の定着を図っ

た。 

２年物理基礎 

 課題研究を題材に

「分析力」，「発信力」

が，身に付いているか

評価する問題 
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国語 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３年古典 

 会話形式による課題文

に生徒の知識を増やす内

容を意図的に取り入れ，知

識の定着を図った。 

 

３年現代文 

 評論教材｢環境問題と

孤立した個人｣の内容を

｢倫理｣の授業でも扱って

もらうことにより，重層

的な指導を行った。評価

問題では，｢物心二元論｣

について出題した。 
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数学 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２年数学Ⅱ 

 試行調査（プレテスト）を参考に作成した，会話文形式

の評価問題。思考力や表現力を図った。 

 

１年数学Ⅰ 

 二次関数の内容を｢物

理基礎｣の鉛直投射の内

容とつないだ評価問題 
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地歴公民科 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３年世界史Ｂ 

「世界史」で出題された日本語訳の問題 

 

２年政治・経済 

 需要と供給のグラフ

を題材に数学と経済を

融合させた教科横断型

の問題 

 



20 

 

 ６ 本研究の成果と課題のまとめ 

  (1)  成果 

   ア ペア・グループ学習を取り入れた授業を増やすことで，自分の意見を表明することへの抵抗を減ら

し，他の意見を参考にして思考を深め，自分の意見を表現するという学習活動につなげさせることが

できた。 

 

   イ 教え合いなど能動的な学習活動を意識的に取り入れたり，習得した知識が生かせる場面に気付か

せたりすることで，授業中の生徒の学習活動が活発になるなどの効果が見られた。 

 

ウ 生徒の「思考力，判断力，表現力等」を育成するという視点をもって評価問題を作成することで，

教師側の意識改善や問題作成能力の向上が図られた。 

 

エ ポートフォリオの活用により，学習の理解度を視覚化し振り返らせることで，学習に対する新たな

目標を設定させ，主体的に学ぶ意欲を高めることができた。 

 

オ ポートフォリオを活用し，学習プロセスや学習内容を振り返らせる取組を継続することで，「学ぶ

方法」や「まとめる方法」を工夫する生徒が増えてきた。その結果，主体的に学習に取り組む姿勢が

身に付いてきた。 

 

カ ポートフォリオを活用することで，教科書をどのように読むかについての目的意識をもたせること

ができた。また，発表活動をすることを単元の始めに伝えることで，教科書のどの表現が自分の発表

に使えそうか等，発信を念頭に置きながら学習に取り組ませることができた。 

 

キ 教科横断的な視点の授業実践と評価問題を提供することで，教科書の表層的な内容理解から一歩進

んで，主体的に考えて取り組む姿勢が生徒に見られるようになった。また，生徒の既有概念を総合さ

せるため，生徒の深い思考を促す上で効果があったと考えられる。 

 

ク 関連した学習内容のある単元や教科との連携を行うことで，個人や身近な範囲にとどまっていた視

点から社会問題として問題を捉え，自分の立場や姿勢について考えようとする社会に向けた視点をも

てるようになった。 

 

ケ 前回のテーマから継続して「思考力，判断力，表現力等の効果的な育成」に取り組み，カリマネ策

定委員会にて本校生徒に身に付けさせたい「９つの力」を決定したことで，「育てたい生徒像」を職

員間で共有することができた。その結果，学校教育目標（創造性豊かで実践力のある社会に有為な人

材の育成）にアプローチできた。 

 

 

(2)  課題 

ア アクティブ・ラーニングの視点を用いた授業を実践する際に, ペア・グループ学習自体が目的と

なってしまうことがあり，資質・能力を育成するための手段として用いる工夫が必要である。例え

ば，表現活動を行うにあたり，発表内容についての調べ学習や絵や図などをまとめることに多くの

時間が割かれてしまうことが課題である。 

 

   イ 従来の基礎知識を身に付けさせてから応用力を付けさせる指導から応用を見通しつつ基礎を学ば 

せる指導に転換する必要がある。 

 

ウ 協働的な学習や教師の発問がある場合は生徒相互で意見交換したり，思考を深めたりすることが可

能であっても，授業で取り扱わない題材を使った評価問題ではその手立てがなく，課題解決が困難と

なる。出題の際に，読解のための手順や手掛かりを示すことで生徒が意欲的かつ効果的に問題に取り

組めるような工夫が必要である。 

 

エ 教科横断的な視点の授業実践については，新型コロナウィルスの影響もあり，取組が不十分で 

あった。継続して取り組み，来年度以降の研究に生かしていきたい。 


